
 

協定留学近況報告書 

記 入 日 2018年 6月 1日 

留 学 先 大 学 慶熙大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：人文学部英語学科， 

（現地言語での名称）：college of Humanities School of English 

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2018年2月－2018年12月 

明 治 大 学 で の 所 属 国際日本学部国際日本学科国際日本専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部２年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

過去に慶熙大学に行ったことのある先輩がいなかったこともあり、他大学の方の慶熙大学での留学報告書などを見て情報を集めました。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ）  

ビザの種類：D−２−６ 申請先：駐横浜大韓民国総領事館 

ビザ取得所要日数：５日 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：なし 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

パスポート、パスポートの顔写真のコピー、査証発給認定書 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

領事館にて、必要書類に記入・提出するのみでした。 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

面接なし 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

      

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

LINE Pay(韓国の ATM で低いレート、手数料１８０円で両替できるサービス)の登録 

携帯電話の SIM ロックの解除 



 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 T―way 

航空券手配方法 
JTB のホームページで航空券を予約しました。 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 仁川国際空港 現地到着時刻 15:30 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）     

タクシー  そ の 他     

                 

移動の所要時間 ２時間くらい 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

      

大学到着日 2018 月 2 日 22 時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 慶熙大学への提出書類の中に、寮の申請書類があり、記入・提出しました。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

空港への迎えのバスが、寮まで案内をしてくれました。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 ２月２３日 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 午前中は交換留学生全員が対象のオリエンテーションがあり、英語で行われた。大学の歴史や韓国の文

化、交通情報や英語が利用できる施設の案内などについてでした。午後は英語圏、中国語圏、日本語圏に

分かれてのガイダンスでした。日本語で、外国人登録省の申請や、寮費の振り込みについて、学校や授業に

ついての説明がありました。 

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ あった  なかった 

授業開始日 ３月２日から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

外国人登録が必要でした。大学の国際事務室が手配したバスで、留学生全員で登録に行きました。２週間後くらいに、大学は外国人登

録証が届きました、 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

特になし 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

大学内に支店のあるハナ銀行で口座を開設しました。パスポート、外国人登録証、在学証明書が必要でした。在学証明書の発行に５００

ウォン、最初に預金するお金として２００００ウォンを支払いしました。一週間ほどで受取りが可能でした。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

購入なし。大学内や街中では、だいたいフリーWi-Fi が飛んでいるので、なくても不便なく生活できています。  

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（１月１８日） 

    オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（     月     日頃） 

    オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

留学生専用申請期間がありました。ただ申請開始時間が明治大学での授業中だったため、あまり希望の授業は取れませんでした。 

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

申請期間は全部で 3 回ありました。１.２回目は日本にいる間、3 回目は授業開始後の履修修正期間のようなものでした。慶熙大学の授

業は全てに定員がある上、先着順のため申請は大変でした。希望していた授業は４つ取ることができましたが、残りの二つは間に合わな

かったため、他の授業に変更しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
                               

洗濯 

買い物 

サークル 

勉強 

Language Exchange 

                      など 

8:00 
                              

9:00 
      English 

Syntax 

      English 

Syntax 

      

10:00 
                              

11:00 
      昼食 昼食 昼食 昼食 

12:00 
昼食 韓国語 I Sociolinguistics 韓国語Ⅰ Sociolinguistics 

13:00 
English 

Literature  

and society 

Cultural 

Tourism 

English 

Literature  

and society 

Cultural 

Tourism 

      

14:00 
            洗濯             

15:00 
      English  

Composition 

 

      Language 

Exchange 

韓国語、日本

語の勉強 

 

 

      

16:00 
                  

17:00 
                  

18:00 
夜ご飯 夜ご飯 夜ご飯 夜ご飯 夜ご飯 

19:00 
      韓国語講座 

 

                  

20:00 
                        

21:00 
                              

22:00 
                              

23:00 
                              

24:00 
就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 

 
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

慶熙大学は幼稚園から大学までがキャンパス内にあり、キャンパスはとても広いです。留学生も多くきているため、韓国語以外の言語も
多く耳にします。韓国語ができない留学生も多いためガイダンスや情報伝達は英語で行われることが多いです。ですが、国際事務室には
日本語担当の方がいらっしゃるので、困ったことがあるときや、事務的な手続きは日本語でも対応していただけます。 
授業については、全ての授業が先着順での履修になるため、希望が通らない科目もありそれは残念でした。英語で開講されている授業

は、韓国人の先生のものと、英語圏の先生のものとどちらもあります。韓国人の先生の韓国英語になれるのには少し時間がかかりました。
英語での授業ということもありますが、日本より勉強が大変です。韓国ではグループプレゼンが主流で、ほとんどの授業で一度はプレゼンを
しました。またテストも、中間テスト・期末テスト期間があり、すべての科目のテストがその期間に行われました。韓国のテストは記述方が多
く、知識を問われる問題よりも、知識を使って取る問題が多いです。そのためテスト期間にはかなり勉強をすることになります。勉強熱心な
韓国では、自習室が２４時間解放されていたり、寮の門限が遅くなります。（外で勉強するため） 
寮についてですが、私はキャンパス内にある寄宿舎に住んでいます。門限と月に一度点呼兼清掃チェックがあります。二人部屋で、私は

日本人がルームメートです。到着順に鍵を渡されるので、日本人と同じ部屋になりやすいということはありません。寮は比較的綺麗で、洗
濯室や自習室、ジムなどもあり、生活に困ることはありません。ただ料理は禁止されているので、食事は買ったものか、外食になります。徒
歩１０分のところに大きなスーパーがあり、週末そこに買い出しに行きます。韓国は土日休みのレストランが多く、土日はご飯を探すのが大
変です。 
 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 
英語も韓国語も勉強したいという人には、慶熙大学がオススメです。慶熙大学は韓国の中でも名門の大学で、英語ができる韓国人学生

がたくさんいます。またグローバルな大学なので、色々な国からの留学生に出会うことができます。実際の生活でも、英語をたくさん使いま
す。また日本に興味のある韓国人が多いので、友達になったり、language partner になってお互いの言語を教えあったりなどの経験もでき
ます。また、授業内でも日本や日本語についての意見を求められることもあります。そのため留学中は日本とも向き合うことができます。こ
のように韓国では英語、韓国語を勉強・使用しながら、日本について考えることもできるのでお勧めします。 

 


